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１． はじめに  
  我々は以前より，Web ブラウザ上での分子の 3 次元グラフィックス表示システムの開発と機能拡張

をおこなってきた 1)．  
  しかし，Web 上での 3 次元グラフィックスエンジンである VRML の普及やバージョンアップが進ん

でいない．また，他の Web プログラミング言語とのインターフェースも弱いことから，機能拡張が困

難となってきた．Web における他の 3 次元グラフィックスにおいても，さまざまな技術（Web3D と

総称）が登場したが，十分なシェアを獲得できたものはない． 
  そこで，昨年より Flash とその 3 次元グラフィックスライブラリである Papervison3D2)を用いた 3
次元分子グラフィックス表示システムの開発をおこない，Web 上での分子グラフィックスの表示能力

について検証してきた 3)．今回は，3D 表示能力が低い Flash での分子グラフィックスの表示方法の改

善と，ベースシステムの応用を行ったので報告する．  
２． システム開発 

今回おこなったことは，主に以下の 2 つである． 
（１）表示方法の改善 
  元々3 次元表示が弱い Flash では，大きな分子の表示や，リアルタイム回転等がスムーズに行えな

いことが判明している．そこで，より計算を少なくし，可能な限りスムーズな表示方法の改善をおこ

なった． 
（２）システムの応用 
  Flash の分子グラフィックス表示システムをベースとして，応用を行った．予定している応用範囲

を Fig.1 に示す． 

 
Fig.1 システムの機能と，その応用 
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